
ず
か
６
日
間
で
白
紙
撤
回
さ
れ
ま

し
た
。
土
屋
市
長
は
「
無
人
島
へ

の
移
設
で
も
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
反

響
を
呼
ん
だ
こ
と
は
、
都
市
部
で

の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
が
い
か
に
騒
音
や
危
険

の
点
で
異
常
だ
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
証
明
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、基

地
周
辺
の
一
部
の
国
民
だ
け
が
過

重
な
障
害
を
受
忍
さ
せ
ら
れ
て
き

た
が
、
こ
れ
が
全
国
民
的
な
論
議

の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
」
と
の
談

話
を
マ
ス
コ
ミ
に
発
表
し
、
さ
ら

に
基
地
問
題
解
決
を
強
く
国
に
求

め
て
い
く
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

２
月
９
日
に
は
、
※大
和
市
基
地

対
策
協
議
会
が
「
ど
う
な
る
21
世

紀
の
厚
木
基
地
」
を
テ
ー
マ
に

「
基
地
問
題
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
、
軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト
や

市
民
パ
ネ
リ
ス
ト
ら
が
厚
木
基
地

の
縮
小
・
返
還
に
つ
い
て
議
論

し
、
市
民
ら
３
０
０
人
を
超
え
る

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
28
日
に
は
同
協
議
会
が
、

駐
日
米
国
大
使
、
防
衛
庁
長
官
、

防
衛
施
設
庁
長
官
、
外
務
大
臣
ら

に
「
厚
木
基
地
の
早
期
返
還
と
基

地
対
策
の
抜
本
的
改
善
」
に
関
す

る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、

米
国
大
使
館
で
は
厚
木
基
地
の
騒

音
状
況
を
よ
り
明
確
に
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
米
国
環
境
省
で
採

用
し
て
い
る
Ｌ
ｄ
ｎ
と
い
う
騒
音

指
標
で
試
算
し
た
資
料
を
示
し
、

激
し
い
騒
音
の
改
善
を
要
求
し
ま

し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
市
で
は
周
辺

各
市
と
協
力
し
、「
原
子
力
空
母

カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
横
須
賀
寄
港
に

つ
い
て
の
要
請
」（
５
月
７
日
）、「
最

近
の
航
空
機
騒
音
に
つ
い
て
の
口

頭
要
請
」（
６
月
30
日
）、「
平
成
16
年

度
基
地
問
題
に
関
す
る
要
望
」（
７

月
18
日
）
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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２２２２
万万
人人
がが
暮暮
らら
しし
、、
人人
口口
密密
度度
もも
県県
下下
第第
２２
位位
のの
大大
和和
市市
。。

ここ
うう
しし
たた
市市
街街
地地
のの
中中
にに
「「
厚厚
木木
基基
地地
」」
はは
存存
在在
しし
てて
いい
まま
すす
。。

基基
地地
のの
存存
在在
はは
外外
交交
やや
国国
防防
とと
いい
っっ
たた

国国
政政
レレ
ベベ
ルル
のの
問問
題題
でで
すす
がが
、、

被被
害害
をを
直直
接接
受受
けけ
てて
いい
るる
のの
はは
、、

ほほ
かか
なな
らら
ぬぬ
わわ
たた
しし
たた
ちち
基基
地地
周周
辺辺
のの
住住
民民
でで
すす
。。

市市
でで
はは
ああ
らら
ゆゆ
るる
機機
会会
をを
通通
じじ
てて
、、

日日
本本
政政
府府
、、
在在
日日
米米
軍軍
なな
どど
にに
対対
しし
てて

航空機騒音

厚
木
基
地
の

航
空
機
騒
音
と

米
空
母

米
海
軍
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
が

事
実
上
の
母
港
と
す
る
横
須
賀
港

に
帰
っ
て
く
る
と
、
そ
の
艦
載
機

が
厚
木
基
地
に
飛
来
し
ま
す
。
主

に
そ
の
艦
載
機
に
よ
る
騒
音
が
、

わ
た
し
た
ち
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。

１
月
20
日
に
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
は

横
須
賀
を
出
港
し
、
そ
の
後
ペ
ル

シ
ャ
湾
に
展
開
し
て
い
た
同
空
母

か
ら
艦
載
機
が
出
撃
し
た
と
の
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。

５
月
６
日
に
は
再
び
横
須
賀
に

帰
港
し
ま
し
た
が
、
艦
載
機
は
入

港
前
か
ら
飛
来
し
、
５
月
初
旬
に

は
約
60
機
が
厚
木
基
地
に
着
陸
し

ま
し
た
。
こ
の
後
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク

は
５
月
20
日
修
理
の
た
め
に
ド
ッ

ク
入
り
し
、艦
載
機
は
厚
木
基
地

か
ら
訓
練
な
ど
へ
向
か
う
た
め
の

頻
繁
な
離
発
着
を
繰
り
返
し
、
騒

音
被
害
は
激
し
さ
を
増
し
ま
し

た
。
飛
行
は
県
内
の
広
い
範
囲
で

確
認
さ
れ
た
と
の
報
道
も
あ
り
、

特
に
10
月
初
旬
か
ら
は
昼
夜
を
問

わ
ず
に
激
し
い
航
空
機
騒
音
が
続

き
ま
し
た
。

こ
の
１
年
の
市
の

要
請
活
動
な
ど

昨
年
12
月
27
日
、
在
日
米
軍
か

ら
防
衛
施
設
庁
を
通
じ
て
Ｎ
Ｌ
Ｐ

（
夜
間
連
続
離
着
陸
訓
練
）
の
通

告
が
あ
り
、
市
は
直
ち
に
「
厚
木

基
地
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
の
中
止
」
を
米

海
軍
な
ど
に
要
請
し
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
、
厚
木
基
地
で
実
施
さ

れ
た
の
は
１
月
20
日
の
一
日
だ
け

で
し
た
。

１
月
30
日
に
は
突
如
、
空
母
艦

載
機
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
瀬
戸
内
海
の
無

人
島「
大
黒
神
島

お
お
く
ろ
か
み
し
ま

」（
広
島
県
沖
美

町
）
に
移
転
す
る
案
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
連
日
の
報
道
で
厚
木
基

地
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
は
大
き
な
注
目
を
浴

び
ま
し
た
が
、
こ
の
構
想
は
、
わ

1,413
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月 
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月 
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月 
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10 
月 

この1年間の月ごとの騒音状況（騒音測定回数） 
騒音測定回数は滑走路北約1kmの住宅地で 
70デシベル以上が5秒以上継続した回数です。 
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（ただし、27日まで） 
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最
近
の

基
地
を
め
ぐ
る

動
き

10
月
10
日
、
在
日
米
軍
か
ら
防

衛
施
設
庁
を
通
じ
て
Ｎ
Ｌ
Ｐ
の
通

告
（
10
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
低

騒
音
機
で
実
施
す
る
旨
の
内
容
）

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
通
告
に
つ

い
て
も
迅
速
に
県
と
基
地
周
辺
７

市
で
「
厚
木
基
地
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
中

止
」
を
要
請
し
ま
し
た
。
昨
年
１

月
29
日
に
日
米
両
国
政
府
間
で
、

「
可
能
な
限
り
Ｎ
Ｌ
Ｐ
は
硫
黄
島

で
実
施
す
る
」「
騒
音
、
環
境
な

ど
の
面
に
最
大
限
配
慮
す
る
」
こ

と
が
了
解
事
項
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
で
は
こ
れ
を
厳
守
す

る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。
結
果

的
に
厚
木
基
地
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
は
行

わ
れ
ず
、
ま
た
米
軍
は
今
回
初
め

て
、
硫
黄
島
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
現
地

の
天
候
不
順
を
理
由
に
期
間
延
長

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

厚
木
基
地
で
Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
実
施
し
な

い
よ
う
（
硫
黄
島
で
の
）
訓
練
予

備
日
の
設
定
を
求
め
て
き
た
本
市

の
意
向
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
大

き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

同
じ
く
10
月
10
日
に
外
務
省
か

ら
、
米
国
に
帰
還
し
た
F
―
14
戦

闘
機
（
ト
ム
キ
ャ
ッ
ト
）
か
ら
な

る
第
１
５
４
飛
行
隊
の
後
継
と
し

て
、
F
／
A
―
18
F
戦
闘
攻
撃
機

（
い
わ
ゆ
る
ス
ー
パ
ー
ホ
ー
ネ
ッ
ト
）
か

ら
な
る
第
１
０
２
飛
行
隊
を
11
月

以
降
配
備
す
る
旨
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
新
機
種
へ
の
転
換
に
よ

る
騒
音
被
害
の
拡
大
は
断
じ
て
容

認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
今
後
も
騒
音
問
題
の
抜

本
的
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

※
大
和
市
基
地
対
策
協
議
会

市
民
各
層
の
代
表
者
で
組
織
し
「
厚

木
飛
行
場
の
所
在
及
び
運
用
等
に
よ
っ

て
生
ず
る
被
害
の
対
策
に
つ
い
て
協
議

し
、
そ
の
具
体
的
解
決
に
つ
き
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
１
９
６
２

（
昭
和
37
）
年
に
発
足
。
市
長
が
会
長

で
、
市
議
会
議
長
、
基
地
対
策
特
別
委

員
長
、
各
団
体
代
表
、
学
識
経
験
者
ら

で
組
織
し
て
い
ま
す
。
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基基
地地
問問
題題
にに
つつ
いい
てて
要要
請請
しし
てて
きき
まま
しし
たた
。。

ここ
うう
しし
たた
行行
動動
のの
積積
みみ
重重
ねね
のの
中中
でで
、、

９９００

をを
超超
ええ
るる
ＮＮ
ＬＬ
ＰＰ
（（
夜夜
間間
連連
続続
離離
着着
陸陸
訓訓
練練
））がが

硫硫
黄黄
島島
へへ
移移
転転
しし
、、
基基
地地
開開
放放
日日
のの

デデ
モモ
ンン
スス
トト
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン
フフ
ララ
イイ
トト（（
展展
示示
飛飛
行行
））がが

廃廃
止止
ささ
れれ
るる
とと
いい
うう
状状
況況
にに
至至
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

今今
回回
はは
、、
昨昨
年年
末末
以以
降降
のの
厚厚
木木
基基
地地
をを
めめ
ぐぐ
るる

状状
況況
をを
報報
告告
しし
まま
すす
。。

パパ
ーー

セセ
ンン
トト

わ
た
し
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
厚
木

基
地
の
航
空
機
騒
音
は
、
米
海
軍
空
母
キ
テ

ィ
ホ
ー
ク
と
そ
の
艦
載
機
の
動
き
、
さ
ら
に

は
国
際
情
勢
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

で
は
積
極
的
に
情
報
収
集
に
努
め
、
基
地
問

題
の
解
決
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
基
地
対
策
課
基
地

対
策
担
当
1（
２
６
０
）５
３
１
０

kichi

へ
。

主な要請活動（14年12月～15年10月）
と　き 要　請　内　容 要請者 要　請　先
H14.12.20 年末年始における航空機の飛行自粛要請 大和市長 在日米海軍司令官

厚木航空施設司令官
12.27 NLP通告
12.27 厚木基地における夜間連続離着陸訓練に 県と周辺7市 外務大臣、

係る中止要請 駐日米国大使ほか
12.28 厚木基地における夜間連続離着陸訓練に 大和市長 在日米海軍司令官

ついて 厚木航空施設司令官
H15.15.17 原子力空母「カールビンソン」の横須賀港 県基地関係県市 外務大臣、

寄港について要請 連絡協議会 在日米海軍司令官ほか
6.30 最近の厚木基地周辺における航空機騒音 県と周辺8市 在日米海軍司令官

について要請 厚木航空施設司令官
7.18 平成16年度「基地問題に関する要望」 県基地関係県市 内閣総理大臣ほか

連絡協議会
8.28 「厚木基地の早期返還と基地対策の抜本的 大和市基地対策 防衛庁長官

改善に関する要望書」 協議会 駐日米国大使
9.19 「平成15年度基地交付金および調整交付 県基地関係県市 総務大臣

金に関する要望書」の提出 連絡協議会
10.10 NLP通告
10.14 厚木基地における夜間連続離着陸訓練に 県と周辺7市 外務大臣、

係る要請 駐日米国大使ほか

厚木基地の厚木基地の厚木基地の



図書館の本を借りるためには、
利用者カードが必要です。

大和市民や在勤・在学者、または相模原、秦野、厚木、伊勢原、

海老名、座間、綾瀬の各市、愛川町、清川村に住んでいる人なら、

どなたでも利用者カードを作れます。住所の確認できるもの（学

生証、健康保険証、運転免許証など）をお持ちください。その場

で発行しますので、すぐに本を借りることができます。

※この利用者カードは、大和市立図書館・各学習センター図書室で
共通に使用できます。カードに使用期限はありません。

本は2週間まで
借りられます。

貸し出しの冊数制限はありませんが、2週間で読める範囲で借

りてください。本を借りるときは、借りたい本と利用者カードを

カウンターへ出してください。

蔵書検索と予約が
インターネットでも。

自分で書架を巡って、読みたい本を探すのも大きな楽しみの一

つですが、忙しいかたにはインターネットを利用して検索や予約

をしていただく方法もあります。

ホームページhttp://library.city.yamato.kanagawa.jp/

からお入りください。

予約の返事はEメ

ールでお知らせしま

すが、受け取りは直

接図書館カウンター

へお出掛けください。

ホームページ上では、
貸し出し人気ランキ
ングや新着図書も分
かります。

4築こう明日の大和を─自治基本条例─

い
つ
で
も

本
に
親
し
も
う

市
立
図
書
館
の
利
用
案
内

活字と過ごす至福の時間。この
楽しみは秋の夜長だけではありま
せん。市立図書館では、36万冊の
蔵書が皆さんをお待ちしています。
今ではインターネットを使って

借りたい本の予約ができ、貸し出
し冊数の制限をなくすなどサービ
スも向上しています。さらに図書
館は、勉強や調べもので利用する
ことはもちろん、「おはなし会」や
「講座」の開催、視聴覚ライブラリ
ーでは、4000枚ほどのCDを聴
くことができたり、定期的な映画
会があったりなど、楽しむ方法は
たくさんあります。

開
館
時
間：

火
〜
金
曜
日
は
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
。
毎
週
月
曜
日
と
年
末
年
始
（
１２
月
２９
日
〜
１
月
3
日
）
が
休
館

この秋の貸し出し人気上位（15年10月24日現在）
① グロテスク ◇桐野　夏生
② ハリー・ポッターと炎のゴブレット　上 ◇Ｊ.Ｋ.ローリング
③ ハリー・ポッターと炎のゴブレット　下 ◇Ｊ.Ｋ.ローリング
④ バカの壁 ◇養老　孟司
⑤ ブレイブ・ストーリー　上 ◇宮部　みゆき
⑥ 世界の中心で、愛をさけぶ ◇片山　恭一
⑦ ブレイブ・ストーリー　下 ◇宮部　みゆき
⑧ クライマーズ・ハイ ◇横山　秀夫
⑨ 半落ち ◇横山　秀夫
⑩ 4ＴＥＥＮ ◇石田　衣良



5 広報やまと　2003.11.15 は各課のEメールアドレスです。表示したアドレスの後に「@gov.city.yamato.kanagawa.jp」を続けてください。

第8回 こんなことを話し合っています④
「大和市自治基本条例をつくる会」（以下、つ

くる会）では、検討が必要な事項をまとめた資

料を用意し、それを基に市民の皆さんと議論を

重ねています。これまでに市のホームページや、

先般開催された｢自治基本条例市民キャラバン｣

などを通じ、皆さんからさまざまなご意見をい

ただいています。今号もこの検討資料の内容を

ご紹介します。

【財政】財政運営の原則や運営への市民参加、財

政状況の説明責任などについて盛り込みたいと

考えます。市民が財政に関心を持ち、運営に参

加できるような規定を検討していく必要があり

ます。

【行政評価】すでに行政の内部的な評価は行われ

ていますが、第三者等による行政評価の制度化

や結果の公表、それを改善に結びつけるための

方策についても検討したいと考えます。

【住民投票】市政の重大問題に対して直接市民の

賛否を問う制度です。住民投票は、代議制を原

則とする日本ではほとんど行われてきませんで

したが、大和市にはこのような制度が必要かど

うか、必要だとすればどのような制度が望まし

いかなど、幅広い議論を踏まえたいと考えます。

【自治体間の連携と協力】県や近隣自治体との関

係、広域行政のあり方などについて、検討した

いと考えます。

【本条例の改正】改正手続きについての規定を設

けたいと考えますが、最高規範性を担保するた

めに、改正手続きを厳格に規定する必要性の可

否はどうでしょうか。

次号からは、つくる会と市民の皆さんとの議

論の中で実際にどんな意見が出されてきたか、

ご紹介したいと思います。

つくる会全体会議日程
第15回会議s12月20日（土） 午前9時30分

～午後0時30分／市役所

※会議は傍聴できます。事前に人数をご連絡く

ださい。

このコーナーは、市役所分権強化推進担当1

（260）5359、 bunkenが担当しています。

ホームページ：http://www.city.yamato.

kanagawa.jp/bunken/jyourei/

 一人年間3.5冊
借りていることになります。

蔵書数と貸し出し数の推移
（学習センター4館の図書室との合算の冊数）

本は
公共物です。

多くの人に読んでほしいのに、

書き込みされたり、ページを切

り取られてしまったりするかわ

いそうな本が後を絶ちません。

また返却されず行方不明になっ

てしまう本もあります。本は公共物です。次の人が気持ちよく

読めるように、マナーを守ることをお願いします。

読書以外の
楽しみ方も。

本を貸し出すだけではなく、もっと皆さんに本に親しんでも

らおうと、「おはなし会」や「読書講演会」、各種講座、不用にな

った本を無料で持ち帰っていただく「ぐるりんブックフェア」

も開催されています。また、読書や勉強のための「読書室」、「レ

ファレンス室」などがあり、併設の視聴覚ライブラリーではCD

を楽しんだり、映画会が開かれたりしています。館内には、イ

ンターネットが使えるパソコンが10台あり、自由に使えます。

図書館の広い空間はあなたのもの。

でも公共スペースなのできちんとマナーを守って

楽しく、そして有意義に使ってください。

◇

問い合わせは、市立図書館1（263）0211、 toshoへ。
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